
第 6 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

2015 年 6 月 13 日（土）～14 日（日）  

＠つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

ワークショップ 30 

タイトル デキる診療所づくり～プライマリ・ケアにおける医療安全～ パー

ト２ 

日時 6 月 14 日（日） 9：40-12：00 

企画責任者 生坂 政臣 （委員会企画：医療の質・安全委員会） 

定員 48 名 

開催の目的・概要 

【開催の目的】 

病院では整備が進みつつある医療の質と安全の取り組みですが、診療所などの地域の現場

ではほぼ手つかずの状態です。2014 年秋季セミナーにて同タイトルのシンポジウムを開催

したところ、満席の会場から診療所の質と安全に関する意見が数多く出され、参加者の関

心の高さが伺えました。そこで今回、同タイトルパート２と銘打って、テーマを医療安全

に絞ったワークショップを企画しました。識者による講義とスモールグループでの討議に

より、参加者が自施設内で医療安全への具体的な一歩を踏み出す方略を共有するとともに、

課題解決のためのフレームワークやエラーを共有する文化の醸成に向けて、本委員会並び

に学会として取り組むべき課題を明確にしたいと考えています。 

【概要】 

本ワークショップの前半は、わが国の患者安全対策の第一人者であり、明快かつウィット

に富んだ語り口で有名な長谷川剛先生によるレクチャーを通じて、スリップ、ラプス、ミ

ステイクなどの基本的事項を含めた医療安全の総論を学習します。後半は、参加者の皆様

に自施設でのヒヤリ・ハット事例を持ち寄って頂き、プライマリ・ケアの現場における医

療安全の問題抽出と対策について、ファシリテーターのもと、スモールグループでの討議

を行い、最後に各グループでの討議内容を共有します。医師、看護師、薬剤師をはじめと

する多職種による議論を通じて、プライマリ・ケアの現場における医療安全について考え、

現場に則した実践的な医療安全文化の醸成を共に目指しましょう。是非、お気軽にご参加

下さい。 

 


